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論 文 内 容 の 要 旨
これ寮で,わ が国の村落社会 の研究領城に澄いて,比 較的にその成果の乏 しいのは漁村を研究対象
にした分野に齢いてであつた。とくに漁業史,民 族学,民 俗学の調査研究を除けば,他 の社会科学では農村ゴ
μ」村の研究業績に比すべくもないといえよう。最近 とみに漁村を主題 とした実証的研究が世に間われ
るようになつたが これとても比較研究の資料として充分なものばかりではない。日本における漁業
が特殊な 「二重生産構造」を基盤 としているうえに,労 働対象の無主物公共性はそれを生莱とする漁民
の生活構造,な かんつ く漁村の社会的性格 をきわめて多様なものにしている。かかる存在条件に規制
されて.・その研究 もとくに微視的研究,事 例的研究に偏向 しているか,あ るいは特殊な問題意識より
発想 しておつた。 したがつて,組 織的体系的な研究成果が系統的に集積さち 客観化普遍化に志向し
て漁村の社会学的理論の法則を究明するにはな澄かなりの制約があり,学 問的にも未開拓の分野を多
く残 しているといえる。
そこで,研 究対象を伊豆半島全域にわたる地域社会に規定し,こ れ らの漁村の展開過程のうちに
「漁村」の構造的特質を究明 しようと試みたわけである。
また,漁 村に訟ける諸問題は1945年 以降急激に増大 してきた。こうしたなかで,漁 業の生産体制
は従来 の小生産経営が大きく衰退 し,資 本制生産が麦配的になつてきている。漁民の澄かれている存
在条件の急速な変動 に対 して,よ うやく緊急の問題となつてきた 「沿岸漁業問題」の科学的分析につ







したがつて,本 論文は日本の漁村を研究対象 とし,と くに静岡県伊豆地域漁村の実証的調査研究を










な澄,農 村 ・山村 ・漁村の社会構造の分析を主題 とした事例的研究の結果を参考論文として,と く
に 「社会変動の諸様態」を主題 としてまとめ,漁 村の社会変動の研究に対 して参考資料 としての意味
を含めて付加えている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1,本 論文は,伊 豆半島漁村群の実証的調査研究を通 じて,近 代 日本漁村の社会変動様相を,主 とし
て漁業生産構造の変革に対応する形で究明し,そ のうえに漁村特有の条件下に生ずる社会変動理論
の構成を志向して澄 り,さ らにその成果をふまえて,漁 民社会再編計画の一環 としての教育計画樹
立に関する社会的条件を明らかにしようとしている。
2.筆 者はまず序童に齢いて,社 会変動の構造的把握に関する理論的立場を検討して,階 層変動をそ
の主眼に据えるべきことを明らかに し,つ いで漁村社会の変動要因を治定するには,生 産構造の変
革 との対応,つ まり生産力動因論 の適用が必要であることを述べ,そ こでは漁業生産の特質からみ
て,漁 業制度,と くに漁場支配 とその保有主体にっいての制度 と,漁 業生産技術の発展 という二つ
の側面に注 目すべきであるとする。前者は漁業生産を外から律する政治的な動因であり,後 者は漁
業生産を内から変革 してゆくいわば経済的 な動因であるとみるのである。
3第 一章澄よび第二章は序章をうけて,近 世末期から近代にいたる漁場制度の変遷過程 を歴史的に
究明 して,日 本の沿岸漁業がいかなる制度的規制のもとに澄かれていたかを明らかにするとともに,
紡績工業 の発達による網漁業技術の進歩動力漁船の出現 とその大型化.電 波科学技術の導入などを
主契機 とする漁業生産技術の発展過程 を克明に分析 している。
4.第 三童は本論文の主体をなす部分であつて,前 章の一・般的展望を前提 としつつ,伊 豆半島漁村に
蛤ける漁業の発展 とそれに対応する漁民社会の変動様相を,実 証的に究明 している。筆者の数年に
わたる現地調査研究結:果を集成 して,こ れに理論的整理を加え,漁 村の構造類型別に近世末から現
代に及ぶ漁業の変遷 と社会生活の変動様相が詳細に描出されて診り,筆 者の社会調査技術のたしか
さをうかが うに充分である。
5・ 第四章は,第 三童をうけて,か かる複雑な漁村の社会変動の波の うちに生成 した漁民の階層変動
の態様に一応の整理.を加えて,そ の特質を解明し,さ らに今後の動向に洞察を加えている。結章は,
教2
このような近代 日本漁 村 の変 転動 向 に沿 いつつ,漁 民社 会 の再 編計 画 を樹 立 する うえの 問題 点 を指摘
し,そ のなかで教 育計 画 の占 める役 割 をそれに伴 う問 題点 に言 及 して 結 び としている 。 な診付章 は ・以
上 を補 足 する意味 で,伊 豆 漁村 の青年 団体 の 実態 分析 と社会 教 育 団体 の組織 論 の〔章を添宅たものである。
6.以 上 が本論 文の要 旨で あ るが,ま ず筆者 の研 究 目標 とそ の学的 意義 を検 討 す る と・お よそ 次 の ご
と くで あ る。
日本村 落 の社会 学的研 究 の歴 史 は,か な り久 し く,と くに戦後 は急 速 の伸 び を示 して い るが,
そ の対 象 は,ほ とん ど農 民 の社会 に限 られて きた 。 しか し,水 産 業 が農 業 と並 立 の形 で,基 本 産業
の 一つ と して今 日左澄厳 存 す る日本 では,漁 民 の 社会 が村落 社会 学 の一部 門 と して,別 個 に扱 わ る
べ き社会 的根 拠 を もち,ま た,そ こに は独 自の理論 体 系 が樹 立 さ るべ きで もあ る。筆者 が この点 に
着 目 して,漁 村 社 会 構造 の理論 的 把 握 に一 つ の体系 を与 え よ うと した 企図 は,ま こ とに至当 で あ り,
従来 の研究 の空 白 を埋 め る意 味 で,そ の独 創性 をか な り高 く評 価 して よい とみ られ る。 また,一 般
に現 代 社会 に閾 す る研究 の動 向は,近 年変 動論的 把 握 にい ち じる し く傾 い てい るが,と くに都 市 あ
る いは村落 の社会 学 的研 究 部門 では,そ れが 目立 つて い る。
そ れ は ひろ くみれ ば,現 代 の社会 的 状況 に もとつ くと ころ と いえ る カ㍉ さ らには地 域社会 の 再編
計 画 に対 応す る基 礎 研 究 と して,現 実 の社 会的要 請 が,と りわ けそ の点 に集 中 して い るか らで あ る.
筆 者 が教 育計 画 の社会 的 基底 を探 究 す る意図 の もとに,漁 村 社 会 の変 動 論的把 握 に主 眼 を 論い てい
るのは,そ の点 でまた適 切 な着 想 とみ る ～二とが で き,教 育 社会 学 に寄 せ られ る社 会的 要請 に応 え る
本 筋 に沿 うと ころ といつ て よい。
漁 村社 会 の研 究 は,ま だそ の緒 に っ いた程 度 で,信 頼 で き る基 礎盗 料 の集 積 もきわ めて不充 分 で
あ る。 したが つ て,研 究 者 み ずか らが現 地 調査 に 従 い,オ リジ ナ ルな資料 を蒐集 し構 成 しなけれ ば
な らな い場合 が きわ め て多 い。 そ れ には 多大 の労 力 と 日時 を要 す るば か りで 友 く,そ の成果 は何 よ
り社 会 調査 の基 礎技 術 の体 得 と,調 査 経験 の深 さ に依存 す る。そ の点,筆 者 の沓 料 蒐集,構 成 に つ
い ての力量 は,高 く買 わるべ きで,本 論 文 の価値 の一 っは,か か るオ リジナ ルな資料 を基 礎 に もっ
点 に あ ると いつ て よい。 な澄 研 究対象 として伊豆 半 島 漁村 群 をえ らんだ理 由 は,明 示 され てい ない
が,こ の地域 が 日本 漁村 の縮 図 といわ れ るほ ど,多 彩 な漁 村 類 型 を提 示 して い るこ とは,す でに
定 評 の ある点 に かん がみ,こ れま た,妥 当 な選定 とみ られ る。
以上,本 論 文 の企図 を学 界 の動 向 に照 してみ る に,一 応 その 目ざす と ころは妥当 であ り,未 開拓 の
分 野 に探 求 の歩 を 進めた 野心 的 な労作 とみ とめ る こと もで き る。
7.漁 村 社 会 の変動要 因 と して,漁 場制 度 と生産 技術 の 発展 とい う二 つ の側 面 を と りだ し,そ の変 遷
の歴 史的 様相 に克 明 な分析 を加 え てい るの が,本 論 文 前半 の主要 部 分 であ る。
無 主物 の生産 対象,そ のた瑚)漁 場の非 限 定性 と私 的所 有の未成 熟性 といつた漁 場生 産の特質に 根 ざす生
産 規 制 を前提 と して,以 上 の 二要 因 を と りあげ てい る点 は,ほ ぼ妥 当 とみ られ,ま た後者 に澄 いて
網 漁法 の発 達,漁 船 の動 力化,電 波科 学 技 術 の導入 と い う諸 点 を,展 開 の 主要 契 機 として,と らえ
て いる点 も,な か 療か の卓 見 といつ て よい。 ただ し,漁 業 権制 度 の成 立過 程 の把 握 は,い さ さか粗
雑 に:流れ,日 本 の近 代 国家体 制 の うち で,何 故 漁 業規 制 の みが濃 厚 に前 代的 な もの を遺存 させ つ つ
近 代法 制 の粉 飾 を与 え られた か とい う点 に対 す る指摘 が充 分で ない。 これは 日本 の漁村 社会 の近 代
化 に つ いて の重要 な視 点 で ある か らで ある。
8第 二童 は,本 論 文 の中 枢部 分 で あるが,こ れ 委での着 実 な個 別的漁 村 研 究 の成果 を,叙 上 の二弾
因 に もとつ く時代 的 変動 の指 標 に のせ て,か な りあ ざやか に処理 して,歴 史的 変動様 相 を具 体的 に
描 出 して い る点は,敬 服 に価 し,ま た,こ の ような広 い視 野 に 立つ 漁村 社 会 の変 動 様 相 の実 証的 研
究 成果 は・ ほ とん ど今 まで にみ られ なかつ た とこ ろで もあ る。そ れは多 年 にわ た る現 地 調査 作業 の
強 味 で もあ り,こ の点 が いわば本 論 文 の もつ と もす ぐれた 成果 といつ て よい。
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9.第 二童 を通 じて と らえ られ た 日本 の近代 漁業 におけ る生産 構造 の 「二 重 性」 とい う概 念 は,か な
らず しも筆 者 の 創見 とは いい がた い が,し か し,そ れが伊豆 漁村 社会 の具体 的現 実 を通 じて,か な
り明 らかに実 証 さ れて い る点は,ま た本論 文 の一 つの長所 で あ る。そ して,こ れ を基底 的 要 因 と し
て,漁 民層 の分解 過程 を漁 村社 会変 動 の 中核 領域 に設 定 し,第 四章 の叙 述 が展 開 され て ゆ く。 ここ
に も着 実 な現 地調 査の強 味 は よ く うか が われ るカ㍉ それ ぞ れ の漁村 類型 に対応 す る漁民 層 分解 の類
型的 処 理 が,い ささか 不十 分 で ある ことが指 摘 で き る。 もつ と も,こ れ に万 全 を期 す る こ とは,現
地 調査 の限 界性 を考 えれば,無 理 なと ころ もあ ろ う。 とまれ,資 本制 に よる企 業体 漁業 と古い漁 場
規 制 に もとず く漁 家経 営 漁業 との両 極 分解 が顕現 しつ つ も両 者 の錯 雑 左交 流 過程 の うえ に,漁 罠 の
社 会 が麦 え られ てい る実 相 は,か な り明確 に描 出 され て いて,こ の点 で漁民 社 会 の特殊 相 が,よ く
実 証 され て い る。た だそ の類 型 的 処理 に明確 さを欠 く点 携 惜 しまれ る ので あ る。
10.結 童 部 分 は,漁 村 の再 編 に対す る社会 計 画 の問題 点の指 摘 と くに 教育 計 画 の位 置 づ け にふ れ て い
る。 しか し,教 育 計画 に関 す る部 分 は,ま だ充 分 の理論 的 消化 が み られず,い ささか 思 いつ き的 壕
提 案 に流 れ た うらみ もあ る。 これ につ い ては,漁 夫 養 成 の伝統 的 体制 と,近 代 学校 教育 制 度 との背
反 ・近 代漁 業技 術 の展 開 に対 応 す る新 しい教育 的:要請 等 々.い くた扱 うべ き重 要 な視 点 が ある が,
そ の点 は多 く捨 て られ てい る。 ただ し.こ の部 分 は む しろ本論 文 の付 加的 部分 で あ るか ら,そ の欠
を あ えて とが める要 は な く,今 後 の研 究 に期待 して よい と考 え られ る。
11.序 章 は,以 上 の分析 に っ いての方 法論 の提 示 で あ る。 そ の趣 旨は本 論 部分 の実証 的 友分 析 過程 に,
か 壕 りょ く貫徹 され て はい るが,そ の概 念 処理 には,い ささか生 硬 な点 が 目立 つ。 社会 学 の一 般理
論 を,援 用 しっ 傷 漁 村 社会研 究 の方 法論 的体 系 に一 っ の視角 を打 出そ うとい う主 旨は よ く理 解 で
き るが,ま だ,慮 家 薬籠 中 の もの と して,充 分 な消化 が なされ てい ない 。
この点 も今 後 の研 究 に期待 す る とこ ろで あ る。
12.付 加 の参 考論 文 は,村 落 社会 の個 別的 研 究 で あっ て,ま た筆 者 の現 地 調査 技術 のた しか さ と,着
実 な研 究熊 度 を よ く示 して い る。
以 上 を総合.し て み る に ・多 少 の未熟 さは指 摘 で きるに せ よ,独 鳳の創見 に よつ て,新 しい研究
領域 に探 求 の歩 を進 醐 しか もかな りの成果 を収 めた もの とい つ て よい。 よつ て,教 育 学博 士 の学
位 を授 与 され るに充 分 な もの と認 定 す る 。
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